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I Ka- 5

食　　物

本態性高血圧発症ラット（ＳＨＲ）の血圧上昇抑制におよぼす
ギャバロン茶直接摂取の影響

　目的　ギャバロン茶とは、製造工程中、摘採後に窒素ガス下に数時間放置された
もので、他の工程は全く通常の煎茶と同じ操作を経て製造された緑茶である。この
窒素ガス下に放置することがこの茶の特徴で、同じ考えから、ギャバロン紅茶、ギ

ャバロンウーロン茶も製造できる。また、ギャバロン茶は血圧上昇を抑制すること
を、動物実験、臨床実験で認め、報告してきた。また、茶の利用法としても、浸出
液として利用するだけでなく、浸出液を活性炭で脱色し、無色透明の溶液として応
用する方法、茶殼を乾燥して粉末として利用する方法、茶を粉末にして直接利用す

る方法などが考えられる。今回は、ギャバロン茶を以上の操作で様々に加工し、ラ
ットに投与したところ、知見が得られたので報告する。

　方法　1.農水省野菜茶試に産する「やぶきた」を用い、19 9 2年１番茶～３
番茶で製造し試料とした。　2. 6週令SHRを１群１０匹として、次の群を設け
た。①日本クレア製餌料CE-2にギャバロン茶粉末を1 0％添加した区、②ギャ
バロン茶脱色液とそれにグルコースを添加した区、③ギャバロン茶浸出液とその溶
媒分画液にグルコースを添加した区、これらを経時的に血圧、体重、飲水量、摂取
量を測定した。

　結果　1.ギャバロン茶粉末を添加した区においては、投与２週目で約1 5％の
血圧上昇抑制効果が認められた。また、ギャバロン茶脱色液、溶媒分画液にグルコ
ースを添加すると、血圧上昇抑制が相乗効果として認められた。

I Ka- 6 にんにくと人参による身体の機能改善

筑紫女学園短大　　山本知子

　目的　学生が訴えている便秘、生理痛、生理不順、肩こり、腰痛や疲れやすいというよ

うな症状は食物によって改善できると思われる。今回は、28種類の不調症状に対する食物

の効果を調べた。

　方法　21人の女子学生に対して、種々の食物を与え不調症状が改善されるかどうかを試

した。にんにく粉末、人参ジュース、米糠、ゆで小豆、食物繊維食、キャベツーバナナ混

合ジュース、蜂蜜漬け梅肉と人参入りケーキを使用した。不調症状を内科系、整形外科系、

婦人科系と皮膚科系症状に分けて観察した。

　結果　にんにく粉末；内科系症状に対して著しい効果を示した。朝起きにくい（低血圧）

、疲れやすい、風邪をひきやすい、冷え症、貧血、睡眠障害等の症状を持っているという

学生については100%の効果が得られた。便秘については78%の学生が良くなっており、

食欲のむらについても50%の学生が良くなった。その他の症状の中では肩こりが5名中3名、

腰痛は1名、生理痛は3名中2名、生理不順は4名中1名が治った。

人参ジュース；皮膚科系症状に対して著しい効果を示した。肌あれは8名中5名が短期間に

治り、ニキビが良くなった者もあった。

その他；米糠は、肌あれ、ニキビと便秘に効果があった。食物繊維食とゆで小豆は便秘に

効果があり、キャベツーバナナ混合ジュースは胃腸の調子を改善した。

99


